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１．序論 

現在, エチオピアの最大の湖の湖では, 外来水草であ

るホテイアオイが過剰繁茂しており, 現地の漁業や移動な

ど経済的に悪影響を及ぼしている 1). エチオピアでは, 多

くの農家が小規模農家であることから, 肥料を十分に購入

することができず, 農業生産力が低いままとなっている 2). 

そこで, 過剰繫茂したホテイアオイをバイオ炭とし, 土壌に

施用する試みが行われている. バイオ炭を土壌に施用する

ことにより, 土壌構造が改善され, 土壌団粒の安定性が増

加したとの報告がされている. しかし, バイオ炭の施用によ

り, 土壌団粒安定性が増加するメカニズムは明確に明らか

にされていない. 特に, 土壌含水率の違いによって, バイ

オ炭の施用効果がどのように変わるのかについてはほとん

ど研究がされておらず, 明らかにする必要がある. そこで

本研究の目的を異なる含水率土壌にバイオ炭を施用した

際の土壌団粒の安定性について調べることを目的とした 

 

２．材料と方法 

土壌はエチオピア・インジバラのものを使用し, 風

乾後に粒径が 2mm 以下になるように篩掛けを行った. 

バイオ炭は, ホテイアオイを 350℃で炭化し, 1mm 以下

になるように篩掛けしたものを使用した. 本実験では, 

土壌孔隙率に対する含水率 20 %と 60 %の 2つの試験区

を設け, バイオ炭の施用量を 0, 5, 20 t ha–1 の 3 つの試

験区の合計 6 つの試験区を設けた. 培養温度は 30℃で

84 日間培養し, 土壌呼吸量と土壌団粒を測定した. 

 

３．結果と考察 

今回の実験では, 含水率が高い土壌では含水率が低

い土壌よりも積算土壌呼吸量が有意に高かった. これ

は, 土壌中の水分がある程度多いほど微生物の活性が

上がり, 代謝が促進されるためであると考えられる. 

バイオ炭の施用では, 含水率が低いと施用量が増える

にしたがって, 積算土壌呼吸量が増加したが, 含水率

が高いと施用量による差はみられなかった. これは, 

バイオ炭に含まれる易分解性炭素を微生物が分解する

ことによって, 積算土壌呼吸量が増加したと考えられ

る.  

しかし, 含水率が高いと微生物の活性が上がるため, 

もともと土壌に含まれていた難分解性炭素も微生物が

分解できたため, 施用による効果がみられなかったと

考えられる.  

含水率が低い土壌（図 1）と高い土壌（図 2）の両方

でバイオ炭の施用による団粒の安定性の向上はみられ

なかった. これは, バイオ炭の施用による微生物の活

性の向上にあまり差がなかったためであると考えられ

る. 

 

 

 
図 1. 含水率 20%の MWD の変化 

 

 
図 2. 含水率 60%の MWD の変化 

 

 

４．結論 

本研究では, 含水率の違いによりバイオ炭の土壌団粒

への影響はみられなかった. 今回バイオ炭を土壌に施用し

たことにより, 微生物の活性は上がったが, もともとの土壌

に炭素が多く含まれていたために, 施用効果が小さくなっ

たために, 団粒に影響を及ぼさなかったのではないかと考

えられる. 
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